













Considering Childcare through “Arts and Crafts Education on Natural Materials”
The nuclear power plant accident six years ago kept natural materials away from childcare 
in Fukushima. However, this does not mean that the radiation problem is the only essential factor 
that brought the situation. Rather, it seems that the core of the situation is  that the childcare 
professionals have not had  enough knowledge of how to handle the relationship of materials and 
teaching methods. Based on this awareness, we held two workshops entitled “Arts and Crafts 
Education on Natural Materials” for the kindergarten children and the professionals. Through 
the workshop, not only the participants knew the attractiveness of natural materials, but also the 
professionals gradually focused on how to encourage the activities of children, not on how to 
one-sidedly lead the children by putting them in a passive position. To sum up, we could have 
an opportunity to reconsider, from the standpoint of the childcare professional training, what is 






































季節を感ずる 9 自然素材使用の機会ない 3
6
子どもは喜ぶ・関心が高い 8 身近な所に草花や木が少ない 3
想像力豊かになる 7 取扱収集が難しい 3
9温かさがあり作品に愛着 2 虫対策 4





















































































































































じっくり見る機会 33 玩具作り 36 ゲーム等 12
素材を五感で体感 29 工作 29 色遊び 4
子どもとやりたい 11 楽器 13 素材遊び 8
目を向けていきたい 9 アクセサリー 9
他
食べる 2
楽しめた 10 人形等 6 集めて持ちかえる 2
癒された・新鮮 7 食べ物作り 5 作品展用の作品 1
描画等 5
壁飾り等 5
ポプリ等 3
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ことから、マツボックリとドングリが使用素材の中心となっていることが分かる。
2．指導法
1）子どもの姿
　「附属幼稚園実践例からの気づきや感想」は、
「子どもの姿」「環境設定」「保育者の態度」の三
項目にまとめて表5に示した。「子どもの姿」の
「自分でしている」は、子どもたちが素材を手に
し、見る、匂いをかぐ、振ってみる等の体験をし
た後に、思い思いに好みの素材をとって、好きな
場所で自ら製作を始めた姿に注目したものである。
「自分でイメージして素材を選び」「自分で考え工
夫して」「自分の力で作品を作ってる」などの感
想が22件あった。接着方法を「自分で考え試行錯
誤している」「うまくいくまで挑戦している」や
「実現するためにやり遂げようとする力」「最初の
意思を曲げずに」など粘り強く取り組む姿に注目した「試行錯誤・挑戦」「諦めない」が計
29件あった。これらは子どもたちの持っている力に驚きの目を向けたものである。
2）環境設定
　前述の子どもの姿に関連した視点からの記述が多かった。「素材を観察する機会」19件と
「素材から刺激」16件は、「素材の感覚を十分に味わい刺激を受けてからの活動」「導入の自
然物との触れ合う時間も大切」「重さや匂いや手触りを体感する」などの内容を挙げていて、
その体験が「子どものイメージを広げる」「自分で気づき感じることへ」「製作意欲につな
がっていた」など、活動を促すエネルギーの源になっていることに注目したものであった。
更にこれを実現するための環境設定にも注目していた。「子どもたちが見て、やってみたい
と感じられるように」「見やすい触りやすい環境」などの場に加えて、「試行錯誤する子ども
たちに時間の大切さ」「自由な発想で表現できる環境を整える」「助けてくれる場の設定をき
いて安心して表現できる」など時間や人的環境も含めた「活動環境の設定」に関するものが
20件あった。これらは、導入及び活動の場をいかに創りだすかが子どもの活動を左右するこ
とへの気づきを示している。
3）保育者の態度　
　これに関する記述は、「振返り」と「気づき」の二つに分けられた。「言葉・行動しがち」
13件は、「アイディアを伝えがち」「やりやすい方法を口出ししてしまう」「難しいとつい別
な方法を提案したり」「ついやってあげてしまう」「先回りして援助したり手助けしまいが
表５　附属幼稚園実践例の感想（記録②）
子どもの姿自分でしている 22
試行錯誤・挑戦 14
諦めない 15
心の表現・他 9
環境設定
活動環境の設定 20
素材を観察する機会 19
素材から刺激 16
保育者の態度
振返り言葉・行動しがち 13
進行・結果に注目 5
固定概念 4
気づき子ども主体 10
関わり方 42
過程が大切 4
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ち」といような内容であった。また「進行・結果に注目」の5件は、「作業を進めることば
かりでなく」「できた作品ばかりを見がち」「見本と同じような作品が多くなっていた」など
の内容である。これらは子どもではなく保育者が考え、保育者が作品の先を見越しての助言
や行動である。一方で「子ども自身がどう考えるかが大切」「子ども主体で活動を進める」
などの「子ども主体」の言葉や、「関わり方」の「子どもの思いをしっかり受け止めて手助
け」「最初から手を出さず、子どもの考えを待ち援助」「その子の思いをどうしたら実現でき
るかを一緒に考える」と共に、「製作の過程には意味がある」など「過程が大切」とする言
葉を含めて、振り返りの上に立った多くの気づきもあった。
考　察
1．素材
　樹木・植物リスト作りを体験した参加者の「なかなかじっくり見ない」「生活に追われて何
となく通り過ぎていた」という感想は、身近な環境に目を向けていなかったこれまでの振り返
りであり、「身近に素材がない」「収集が難しい」という問題はここに原因があったのではない
かとも考えられる。今回意識的に目を向ける機会を設けたことにより、野山など特別な場所に
足を運ばなくても沢山の樹木や草花が身近にあることを参加者は再認識することができた。同
時に「もっと自然に目を向けて触れて見ようと思った」という感想が示すように、普段の生活
や保育の中で周囲に目を向けようという意識の芽生えにまで至ることができた。
　活用事例からは次のようなことが考えられる。マツボックリやドングリが使用の中心という
状況は、これらの樹木は比較的身近にあり入手しやすい上に、活用例の紹介も多いことと関係
していると思われる。また子どもの関心も高く保育者にも馴染のある素材である。しかし、多
種多様な自然素材がある中でこの2つへの偏りという見方もできる。使用する素材の種類が少
ないと、組み合わせのバリエーションや発想などもその限られた中で行われるため、活用の幅
も狭くなってくる。「いかし方」の問題はここに起因している可能性も考えられる。更新講習
では前述の2種の他に開成山公園や本学敷地内で収集した25種の素材を展示し、その中の12種
を造形表現に使用した。形・色や質感など多様な表情をもった素材に直接触れ、表現体験を通
してその魅力を体感するためである。「身近にあっても初めて触れる物が多かった」「ドングリ
でも何種類も分かれていることを知った」などの言葉から、その他の素材にも目を向け活用素
材の幅を広げる契機になったものと考える。
2．指導法
　「素材のいかし方」に関しては、クリスマス飾りやコマ作りが圧倒的に多かった活用事例や、
「作り方の説明をして見本を見せてすぐに製作」の言葉から、「特定の決まった素材で○○を作
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る」という活動の形が見えてきた。発端となった問題の根底にこのような現状があるとするな
ら、津守が言う「他人から課題を与えられて作るのでは、その課題に従うことが目標となって、
自分自身の中にイメージが醸成されてこない」5）環境のもとで保育が行われていることになる。
問題のポイントは「素材の生かし方」ではなく、活動自体が子どもの興味関心とは別次元で行
われているところにあるようだ。これは次の「発想・イメージ」とも関連してくる。
　もうひとつの「発想・イメージ」では、指導する立場として「発想・イメージの刺激をどう
するか」、表現者としての「発想・イメージが乏しい」という両者から発せられた言葉が多く
みられた。これは表現活動において特に注目される課題である。このイメージについて中沢は、
「イメージは思い浮かべようとしたときあらためて心のなかにつくるものではなく、過去の体
験のなかでその実物についてつくられる」、また「イメージは人間の一生のあるときにつくら
れ、それからずっとその人の心のなかに蓄えられていて、それを必要に応じて取りだすものと
いうことができる」とし、「イメージはさらに、必要に応じて合成することができる」6）と言っ
ている。最後の言葉は表現する行為と直接関係するものであるが、そのためにはイメージの源
となる蓄えがなければならない。幼児期に多くの体験が重要とされるのは、この内面の蓄えを
豊かにする意味もある。そして活動前に直接触れ身体感覚を通して素材と交わる体験は、その
蓄えの扉を開く役割となる。子どもの発想やイメージを刺激する方法の前に、イメージの原形
となる蓄えを豊かにすることも保育には求められる。子どもたちが自分のイメージを持ち製作
していたのは、活動前の「素材を観察する機会」があり、「素材から刺激」を受けたからであ
るという感想は、附属幼稚園実践を見た参加者がこの事実に気づいた証である。それ故に、導
入を含めた活動環境をいかに創るかの重要さについて保育者自身が指摘していたことは意味が
ある。
3．主体性と関わり
　今回の幼稚園教育要領改定のポイントである資質・能力の三本柱“知識・技能の基礎”“思
考力・判断力・表現力の基礎”“学びに向かう力、人間性等”は、教育の基本“幼児の主体的
な活動を促す”が土台となって実現される7）。この主体性について、中沢の「子どもはなにを
身につけたか」の中に示唆に富む文章がある。
　保育者が積木やクレヨン、紙、その他一つ一つに周到な配慮をもって準備を整えるのは、
すべて子どもに自分から行動を起こさせるためなのである。自発行動を続けようとすると
き、子どもは自分で努力しなければならない。たとえば事例31のカツ夫は、三歳児の手に
余る重いシーソーを大変な努力で引きずってきてトレーラーをつくった。保育者はこのと
き、手伝おうとする衝動を押さえてじっと見守っている。自発行動をやり遂げようとする
とき、子どもはその行動の主体者となっている。自発性と主体性はこのような日々の行動
をとおして子どもが身につけていくものである8）。
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　中沢が言っている「手伝おうとする衝動を押さえて」とは逆の、今回の取り組みからは「つ
いやってしまう、言ってしまう」という保育者の姿が見られた。「やりやすい方法を口出しし
てしまう」の言葉が示すように、援助する心持がその背景にはあるのかもしれない。しかしそ
れは無意識のうちに、子どもが困難に立ち向かい試行錯誤する機会をなくしていることにもな
る。附属幼稚園実践例の紹介は、その行動を振り返り「探索し考える機会を持つ」などの言葉
が示すように、子どもの自発性を尊重する関わりを見直す機会となったようである。
　ここでもう一つ注目したいのが「時間」である。「子どもの姿」と「活動環境の設定」の中
には「時間」に関する記述がいくつかあった。その内容は、2時間も集中して活動する子ども
の姿に対するものと、製作時間が2時間あったことへの驚きである。子どもが自発的に行動を
起こし、その主体となるためには時間も確保されなければならない。津守はカリキュラムの時
間割が幼児の生活をこわすという考えから「子どもにとって、制作や遊び、課題など、おとな
が時間の区切りをつけていくのではなく、子ども自身が生きることのできるような時間を与え
てやることがたいせつなのである」9）と言っている。子どもに限らず内側にある何かが動きだ
すために時間を必要とした体験は誰にでもあると思う。自分で探索できる時間が十分にあって
こそ、子どもは自分の思いを落ち着いて発揮できる。参加者の感想は、保育者がこの時間を保
障する重要な役割を担うことの気づきでもある。
おわりに
　自然素材が使われにくい原因として保育現場の先生方は、放射線への不安だけではなく、素
材の入手先や自然環境、素材をいかに活用するか、そしてどのようにして子どものイメージを
刺激するかといった指導方法の難しさを挙げていた。これを発端として自然をより身近に感じ
その魅力を保育にいかしていくための方法を探るべく本研究を進めてきた。「素材」「指導法」
の二つの視点から問題を掘り下げていく中で、前者については身近な環境調査や木の実などの
紹介と観察により、自然への関心を促す一定の成果を上げることができた。後者については、
「素材のいかし方」「発想・イメージの刺激」に関するものであったが、附属幼稚園実践を手掛
かりにその解決策を探る過程で問題の根底にあるものが明らかになってきた。保育者がリード
する保育スタイルが浮き彫りとなり、子どもを主体とする保育が影を潜めている状況が覗けた。
しかし更新講習により、子どものイメージだけでなく自発性を促すための人的・物理的環境の
意味について再確認し、保育者自身が次の一歩を踏み出す契機とすることができた。
　子どもが自らのアイデンティティをつくるのを助けるのが教育なのだから、教師の目標
と子どもの目標とは当然違うのである。それぞれの子どもが日々を生きる足元の目標を見
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つけ、それを実現できるようにするのが教育である。教師の目標に向かって子どもを一直
線上に進ませようとしたら、子どもは自分自身が何であるのか分からなくなってしまうだ
ろう。10）
　今回の取り組みは、保育者だけでなく保育者を養成するものの一人として、上記の津守の言
葉をもう一度考え、いかに具体化し養成にあたるか、新たな課題発見の機会ともなった。
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